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(57)【要約】
　本書に示されているのは、定位因子を含んでいるシス
テムおよび方法である。例えば、本書に示されているの
は、生体系の内部における定位装置の配置ならびに目的
とされている外科手術または他の医療処置のための当該
定位装置の検出のための、システムならびに方法である
。例えば、本書に示されているのは、遠隔からの磁場の
導入によって起動される、目的の位置に取り付けられて
いる１つ以上の検出可能な小型の装置を備えているシス
テムである。



(2) JP 2017-512110 A 2017.5.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）磁場に応じた信号を含んでいるか、または生成するタグを、患者の組織における
ある位置に取り付けること；および
　（ｂ）上記タグから隔たって配置されている、遠隔起動装置を用いて磁場を生成させる
ことによって、上記タグを定位することを包含している、患者の組織領域の定位するため
の方法。
【請求項２】
　上記組織領域が病変である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記病変が腫瘍である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　上記腫瘍が乳がんである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　上記組織領域が血管またはリンパ節もしくは見張りリンパ節である、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　上記信号が、知覚によって検出可能な信号を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　上記信号が、上記磁場における遮断を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　上記信号が光である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　上記光が、上記タグ内部にある発光ダイオード（ＬＥＤ）から発せられている、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　上記タグが、高周波識別（ＲＦＩＤ）チップを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　上記タグが共振体または自己共振体を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　上記タグがフェライト粒子を含んでいる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　上記タグが、１０ｍｍ未満の長さ、４ｍｍ未満の幅、および４ｍｍ未満の奥行を有して
いる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　上記定位することが、上記患者の外部にある上記遠隔起動装置の使用を含んでいる、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　上記定位することが、上記信号の強度、周波数、色または音に基づく変化を検出するこ
とを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　上記患者から外科的に腫瘍を除去するステップをさらに包含している、請求項１に記載
の方法。
【請求項１７】
　上記タグを基準として用いて上記患者に対する放射線療法を施行するステップをさらに
包含している、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　複数の上記タグが上記患者に取り付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　三次元空間における上記組織領域を定位するために上記複数のタグの位置を決定するス
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テップをさらに包含している、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　（ａ）筐体；（ｂ）当該筐体内部のＲＦＩＤチップ；および磁場にさらされたときに光
もしくは音を生成する、上記筐体における信号源を備えている、定位タグ。
【請求項２１】
　電源を備えていない、請求項２０に記載の定位タグ。
【請求項２２】
　エネルギー蓄積要素を備えていない、請求項２０に記載の定位タグ。
【請求項２３】
　上記エネルギー蓄積要素がバッテリーである、請求項２２に記載の定位タグ。
【請求項２４】
　上記エネルギー蓄積要素がキャパシタである、請求項２２に記載の定位タグ。
【請求項２５】
　（ａ）請求項２０～２４のいずれか１項に記載の定位タグ；および（ｂ）遠隔から上記
照明源に光を発させる起動装置を備えている、システム。
【請求項２６】
　上記ＲＦＩＤチップからの情報を受け取るコンピュータをさらに備えている、請求項２
５に記載のシステム。
【請求項２７】
　患者の組織内部にある１つ以上のタグを定位するための装置であって、
　上記タグは、信号を含んでいるか、または生成し、
　（ａ）磁場を生成する励磁コイルおよび上記磁場における不規則さを検出する１つ以上
の検知コイル；ならびに
　（ｂ）タグの位置または距離についての情報を収集し、記憶し、および／または伝える
プロセッサを備えている、装置。
【請求項２８】
　上記励磁コイルが、上記検知コイル以外の、個別の要素として取り付けられている、請
求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　上記タグがＲＦＩＤチップを含んでいる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　上記情報が腫瘍の位置を含んでいる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３１】
　上記情報が信号強度を含んでいる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３２】
　上記情報が上記患者内部のタグの深さを含んでいる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３３】
　上記情報が、上記対象の皮膚表面上の、タグに対する最も近い位置を含んでいる、請求
項２７に記載の装置。
【請求項３４】
　上記１つ以上の検知コイルがハンドヘルドの要素に備えられている、請求項２７に記載
の装置。
【請求項３５】
　上記ハンドヘルドの要素がワンドを含んでいる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３６】
　上記遠隔起動装置が、非変調性の一定の周波数を使用している、請求項２７に記載の装
置。
【請求項３７】
　上記遠隔起動装置が、非変調性の掃引周波数を使用している、請求項２７に記載の装置
。
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【請求項３８】
　上記遠隔起動装置が、パルス状の周波数を使用している、請求項２７に記載の装置。
【請求項３９】
　上記遠隔起動装置がモノスタティックである、請求項２７に記載の装置。
【請求項４０】
　上記遠隔起動装置がバイタティックである、請求項２７に記載の装置。
【請求項４１】
　上記遠隔起動装置が、上記伝えられる情報の映像、音声、数値、記号または文字の出力
を示すディスプレイを備えている、請求項２７に記載の装置。
【請求項４２】
　上記遠隔起動装置がロックイン増幅器を備えている、請求項２７に記載の装置。
【請求項４３】
　上記遠隔起動装置がキャビティリングダウン用に構成されている、請求項２７に記載の
装置。
【請求項４４】
　（ａ）外科的手段；および（ｂ）請求項２７～４３のいずれか１項に記載の遠隔起動装
置を備えている、医療機器。
【請求項４５】
　上記外科的手段が電気外科的手段である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項４６】
　上記外科的手段が電気焼灼装置である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項４７】
　上記外科的手段が内視鏡である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項４８】
　上記外科的手段が気管支鏡である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項４９】
　上記外科的手段が、拡張された気管支鏡である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５０】
　上記外科的手段が解剖器具である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５１】
　上記外科的手段が腹腔鏡である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５２】
　上記外科的手段が胸腔鏡である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５３】
　上記外科的手段がレーザである、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５４】
　上記外科的手段が鉗子である、請求項４４に記載の医療機器。
【請求項５５】
　（ａ）磁場に応じた信号を含んでいるか、または生成するタグを、患者の組織における
ある位置に取り付けること；および
　（ｂ）上記タグから隔たって配置されている、遠隔起動装置を用いて磁場を生成させる
ことによって、上記タグを定位することを包含しており、
　上記定位することは、タグ位置の連続的な評価を含んでいる、患者の組織領域を定位す
るための方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本願は、米国仮特許出願第６１／９３１，３９５号（２０１４年１月２４日出願、出願
の開示事項の全体が参照によって本書に組み込まれる）に対する優先権を主張する。
【０００２】
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　〔技術分野〕
　本書に示されているのは、定位因子（localization agents）を含んでいるシステムお
よび方法である。例えば、本書に示されているのは、生体系の内部における定位装置の取
り付け、ならびに目的とされる外科手術または他の医療処置のための当該定位装置の検出
のための、システムならびに方法である。例えば、本書に示されているのは、磁場の遠隔
性の導入によって起動される、目的の位置に取り付けられている１つ以上の検出可能な小
型の装置を備えているシステムである。
【０００３】
　〔背景技術〕
　多くの医療処置にとって共通する深刻な問題は、治療域の正確な定位である。例えば、
病変（例えば、処置（外科的切除が挙げられる）を受ける必要のある腫瘍）の定位は、医
学界に課題を提示し続けている。既存のシステムは、患者にとって、高額であり、煩雑で
あり、時間を要し、しばしば不快である。そのような問題は、胸部病変の外科的処置によ
って説明される。
【０００４】
　乳がんの外科手術において一般的な手法は、病変の、ワイヤによる定位である。一部の
胸部の病変の、手術前の正確な定位は、病変の除去前に必要である。ワイヤによる定位は
、胸部の異常の位置に痕をつけるために用いられる。この手順は、胸部生検または乳腺腫
瘤摘出にとっての、より高い正確さを保証する。外科医は、除去される必要のある組織に
対するガイドとしてワイヤを典型的に使用する。ワイヤによる定位は、病院または外科セ
ンターの放射線科において典型的に実施される。乳房Ｘ線像（または一部の場合に超音波
画像）が、胸部の異常の位置を明らかにするために撮られる。患者は、ワイヤの配置中に
覚醒しているが、胸部の組織は、針またはワイヤに基づく痛覚を抑えるか、またはなくす
ために麻酔される。ワイヤの配置中には押圧または引張の感覚を覚えることはできる。画
像が撮られると、組織は麻酔され、放射線科医は胸部の異常を対象にして針を使用する。
この針の先端は、外科医が正しい組織を取り出すために見つける必要のある位置に静止す
る。細いワイヤが、針を通り抜け、針の先端から出て、目標の組織に突き刺さる。ワイヤ
を所定の位置に残して、針が抜かれる。所定の位置にワイヤのある状態において、患者は
、ワイヤの先端が適切に配置されているかを確認するために、乳房Ｘ線撮影をさらに受け
る。ワイヤが正しい位置にない場合、放射線科医は、ワイヤの位置を変え、ワイヤを再確
認して、正確な配置を確保する。ワイヤが最終的に配置されると、ワイヤはテープまたは
包帯を用いて所定の位置に固定される。ワイヤによる定位手順は、約１時間を要し得、生
検または乳腺腫瘤摘出の前に通常は数時間を予定されている。したがって、患者は、ワイ
ヤが体内にあり、皮膚から突き出している状態において、外科処置を数時間にわたってし
ばしば待たねばならない。外科処置の間に、ワイヤは、一部の胸部組織とともに取り出さ
れる。この方法は、長い時間を要し、多段階の画像診断ステップを含んでおり、患者にと
って不便であり、かつ不快であるだけでなく、高額である。
【０００５】
　同種の手順が、切除までに、肺の小結節を定位するために実施される。従来の切開手術
または胸腔鏡検査において定位することが困難であり得る一部の場合に、かぎ付きワイヤ
、可視性の色素の注入または放射性核種が、除去前の定位を改善するための試みにおいて
、小結節またはその周囲に配置される。この手順は、小結節の除去の前に、ＣＴスイート
（CT suit）において一般的に行われる。患者は、それから手術施設に運ばれ、外科医は
、ワイヤに沿って切開し、小結節を定位するためおよび除去するために、放射性核種検出
器または視覚的な目標を利用する。
【０００６】
　他の種類の手術および医療処置において、医師は、除去または触診の前に、目的物を定
位することに手数を要し得る。この例としては、塊、液性の集積体、異物、異常組織の除
去が挙げられる。他の場合に、カテーテルの配置または他の経皮的処置が、直接の可視化
または特定の誘導モダリティーなしに、実施される。正確な誘導なしに実施する処置は、
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正常組織に対する損傷の程度を増大させ得、患者の機能的な状態を低下させ得る。
【０００７】
　経皮的な生検は、ほぼすべての病院において実施されている、広く受け入れられている
安全な手法である。
生検は、生検器具が標的に配置される、同軸のガイド針の配置をしばしば必要とする。以
上に説明されているように除去されるか、穿刺されるか、または触診される多くの病変は
、首尾よく経皮的な生検を、これまでに経ている。生検のためのガイド針の配置は、それ
以外に患者が受けるさらなる組織の外傷なしに、基準システムまたは他の定位システムを
配置する１つの機会である。
【０００８】
　多くの他の医療器具および医療処置は、改善された組織の定位から利益を受ける。これ
らとしては、任意の身体的な運動（例えば、心臓の動作、呼吸器の動作、筋骨格系によっ
てもたらされる動作、または胃腸管系／泌尿生殖器の動作）によって悪化する任意の処置
または試験が挙げられる。これらの例としては、外部からのビーム照射療法、近接照射療
法のシードの配置、画像化試験（ＣＴ、ＭＲＩ、蛍光透視、超音波および核医薬が挙げら
れるが、これらに限定されない）、任意の方法において実施される生検、内視鏡および腹
腔鏡の外科処置および切開外科処置が挙げられる。
【０００９】
　改善されたシステムおよび方法が、医療処置にとっての組織の定位に必要とされている
。
【００１０】
　〔発明の概要〕
　本書に示されているのは、定位因子を含んでいるシステムおよび方法である。例えば、
本書に示されているのは、生体系の内部における定位装置の取り付け、ならびに目的とさ
れる外科手術または他の医療処置のための当該定位装置の検出のための、システムならび
に方法である。例えば、本書に示されているのは、磁場の遠隔性の導入によって起動され
る、目的の位置に取り付けられている１つ以上の検出可能な小型の装置を備えているシス
テムである。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、本書に示されているのは、（ａ）筐体；および（ｂ）外
的な起動現象に応じて検出可能な信号を生成する当該筐体内部の信号源を備えている、定
位剤（すなわちタグ）である。いくつかの実施形態において、上記信号は、ヒトの感覚を
介して（例えば、増幅することなしに）直接に検知可能な：例えば、視覚的に検知可能な
、聴覚的に検知可能な、触覚的に検知可能な信号である。いくつかの実施形態において、
上記信号は、検出装置によって検出可能である（例えば、ヒトの間隔を介して直接に検知
できない）。いくつかのそのような実施形態において、上記信号は、造影剤または放射性
源によって供給されていない。いくつかの実施形態において、上記信号は一定である。い
くつかの実施形態において、上記信号はパルス状である。いくつかの実施形態において、
上記信号は光であり、上記信号源は照明源（例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ））である
。いくつかの実施形態において、上記信号は音であり、上記信号源は音声源である。いく
つかの実施形態において、上記信号は、物理的な動作（例えば、触覚的に検知可能な）で
あり、上記信号源は運動構成要素である。いくつかの実施形態において、上記信号は磁場
における不規則さまたは反射である。いくつかの実施形態において、上記信号は調和振動
である。いくつかの実施形態において、上記信号の強度は一定である。いくつかの実施形
態において、上記信号の強度は変化する（例えば、外部の起動現象に応じて強度を増加さ
せるか、または減少させる）。これは、ある現象から起動現象までの隔たり、当該起動現
象の強度、振幅または周波数を含み得る。いくつかの実施形態において、上記信号の性質
は、外部の起動現象に応じて変化（例えば、色の変化、音の変化、パルスのパターンの変
化など）する。
【００１２】
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　いくつかの実施形態において、上記信号源はＬＥＤである。いくつかの実施形態におい
て、上記ＬＥＤは、上記タグの内部における電源（例えばバッテリ）の使用なしに光を発
するように構成されている。いくつかのそのような実施形態において、ＬＥＤの２つの電
極（アノードおよびカソード）は、変化する磁場の近傍においてコイルに電圧および電流
を誘導するときにＬＥＤを発光させるコイル状のワイヤを用いて接続されている。当該技
術は、使用されるＬＥＤの性質に限定されない。いくつかの実施形態において、上記ＬＥ
Ｄは、可視スペクトルにおける光を発する。いくつかの実施形態において、上記ＬＥＤは
、紫外スペクトルまたは赤外スペクトルにおける光を発する。ＬＥＤの電源が入れられて
いるとき、電子が、上記装置の内部において正孔と結合し、光子の形態においてエネルギ
ーを放出する。この効果は電界発光と呼ばれ、光の色（光子のエネルギーに対応する）は
、半導体のエネルギーバンドギャップによって決定される。いくつかの実施形態において
、上記ＬＥＤは、アンビルおよび端子を含んでいるリードフレームを取り囲んでいるレン
ズまたはケース（case）（例えば、エポキシレンズまたはエポキシケース）を備えている
。いくつかの実施形態において、上記アンビルは、反射性キャビティにおける半導体ダイ
を備えており、ワイヤボンドを用いて上記端子に接続されている。上記ＬＥＤは、異なる
発色効果（例えば、赤、白、青）を生じるように（例えば、白色ＬＥＤについてＹ３Ａｌ

５Ｏ１２：Ｃｅ蛍光体を用いて）構成されている。いくつかの実施形態において、上記半
導体材料は、ガリウムヒ素、アルミニウムガリウムヒ素、ガリウムヒ素リン、アルミニウ
ムガリウムインジウムリン、ガリウム（ＩＩＩ）リン、窒化インジウムガリウム、セレン
化亜鉛、炭化シリコン（基板として）の、シリコン（基板としての）、ダイアモンド、窒
化ホウ素、窒化アルミニウム、および窒化アルミニウムガリウムインジウムの１つ以上で
ある。いくつかの実施形態において、上記ＬＥＤは量子ドットＬＥＤである。いくつかの
実施形態において、上記ＬＥＤは、そのサイズプロファイルを最小化するためのシングル
ダイＬＥＤである。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、定位タグは、第一鉄のペレットもしくは粒子を含んでい
るか、または当該ペレットもしくは粒子からなる。いくつかの実施形態において、上記外
部検出器は、交番磁場を生じる起動コイルを生成する起動コイルを備えている。同軸また
は半径方向に、対称に配置されている２つの検知コイルは、第一鉄の物体の非存在におい
て、ヌル出力に均衡を取られている。第一鉄の物体が、検出コイル感度の場の内側に取り
込まれると、上記物体は、上記検知コイルの均衡を乱す交番磁場における不規則さを生み
出し、ヌルからの位相変化および振幅変化を生じさせる。ヌルは、第一鉄の物体が両方の
検知コイルに対して物理的に等距離にあるとき、回復される。
【００１４】
　いくつかの実施形態において、上記定位タグは、自己共振性の物体（例えば、巻き付け
られている誘導子を有している、小さなフェライト磁心）を含んでいる。巻き付けられて
いる誘導子は、インダクタンスとの組合せにおいて高周波共振回路を生成する、巻き線間
の（inter-winding）キャパシタンスを備えている。検出は、例えば上記第一鉄のペレッ
トを用いてか、または例えばグリッドディップオシレータ（ＧＤＯ）を用いて、生じる。
ＧＤＯは、電磁場を発する共振回路を有している。同じ周波数の自己共振性の物体の近傍
にあるとき、ＧＤＯから自己共振性の物体への電力切り替えは、ＧＤＯ電力の検出可能な
変化を誘導する。いくつかの実施形態において、上記定位タグは、共振性の物体を含んで
いる（例えば、自己共振性の物体は、上記周波数において共振を生じさせるためにチップ
キャパシタに備えられている）。いくつかの実施形態において、上記定位タグは、ダイオ
ードをともなって、共振性または自己共振性の物体を含んでいる。ＬＣ回路との組合せに
おけるダイオードは、十分な強度の磁場に入れる（印加された電圧がダイオードのバンド
ギャップ電位を超える）と、分数調波周波数を生成する。いくつかの実施形態において、
上記定位タグは、能動的な変調器とともに、共振性または自己共振性の物体を含んでいる
（例えば、集積回路の振幅が共振回路を変調させる）。検出は、変調パターンが、コード
化されている２値パターン以外の単純な分数調波である場合を除いて、全二重（ＦＤＸ）
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の高周波識別（ＲＦＩＤ）と同様に生じる。
【００１５】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、単回使用のために構成されている。いくつ
かのそのような実施形態において、タグは、（例えば、ＥＡＳタグのように）機能を無効
化され得るか、または非アクティブにされ得る。これは、個々のタグが他のタグの検出を
容易にするために（例えば、複数のタグの間における混信を回避または低下させるために
）オフにされる手順において、複数のタグが使用される場合に、特に有用である。いくつ
かの実施形態において、外部装置からのエネルギーの突発が、タグの機能を無効化するた
め、または当該タグを非アクティブにするために使用される。他の実施形態において、上
記タグは、外部装置からの指示を受け取ることによって、当該タグをオンまたはオフ（例
えば、当該タグは一時的または恒久的に「会話」をやめる）にする内部の制御要素を有し
ている。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、外部の長さ、幅および奥行を有しており、
当該長さは、３０ｍｍ以下（例えば、２０ｍｍ以下、．．．、１０ｍｍ以下、．．．、９
ｍｍ以下、．．．、８ｍｍ以下、．．．、５ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．など
）であり、当該幅は、５ｍｍ以下（例えば、４ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．、
２ｍｍ以下、．．．、１ｍｍ以下、．．．、０．５ｍｍ以下、．．．など）であり、当該
奥行は、５ｍｍ以下（例えば、４ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．、２ｍｍ以下、
．．．、１ｍｍ以下、．．．、０．５ｍｍ以下、．．．など）である。
【００１７】
　いくつかの実施形態において、上記定位タグは筐体に収納されている。いくつかの実施
形態において、筐体が使用されない。いくつかの実施形態において、上記筐体は、生体適
合性の材料を含んでいる。いくつかの実施形態において、上記筐体は、信号源を当該筐体
の外部から隔てている、液体および／または気体に耐性の障壁をもたらしている。いくつ
かの実施形態において、上記筐体は、小さく、針、カニューレ、内視鏡、カテーテルまた
は他の医療器具を介した上記タグの投与を可能にしている。いくつかのそのような実施形
態において、上記筐体は、外部の長さ、幅および奥行を有しており、当該長さは、３０ｍ
ｍ以下（例えば、２０ｍｍ以下、．．．、１０ｍｍ以下、．．．、９ｍｍ以下、．．．、
８ｍｍ以下、．．．、５ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．など）であり、当該幅は
、５ｍｍ以下（例えば、４ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．、２ｍｍ以下、．．．
、１ｍｍ以下、．．．、０．５ｍｍ以下、．．．など）であり、当該奥行は、５ｍｍ以下
（例えば、４ｍｍ以下、．．．、３ｍｍ以下、．．．、２ｍｍ以下、．．．、１ｍｍ以下
、．．．、０．５ｍｍ以下、．．．など）である。上記筐体は、所望される任意の形状か
らなり得る。いくつかの実施形態において、上記筐体は、長軸に沿った円筒形である。い
くつかの実施形態において、上記筐体は、米の粒のように形成されている。いくつかの実
施形態において、上記筐体は、柱のように形成されている（例えば、平坦な端部を有して
いる円筒形）。いくつかの実施形態において、上記筐体は、長軸に沿った多角形（例えば
、断面において三角形、正方形、矩形、台形、五角形など）である。いくつかの実施形態
において、上記筐体は、上記装置に定位置を維持させる圧縮材（strut）または他の留め
具を有しており、組織における移動を回避している。これらの圧縮材は組織における配置
時に展開し得る。いくつかの実施形態において、上記留め具は、周囲の組織と結合する生
体適合性の材料であり得る。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、上記筐体は、上記タグの複数の内部要素の周りに組み立
てられている一様な単一の要素である。他の実施形態において、上記筐体は、上記タグの
複数の内部要素の導入後にいっしょに封入される、２つ以上の別々の部分から作られてい
る。
【００１９】
　上記定位タグは、完全または部分的に、被覆物に覆われている。いくつかの実施形態に
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おいて、上記被覆物は生体適合性の材料（例えばパリレン－Ｃなど）を含んでいる。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、上記タグは一切の電源を備えていない。例えば、いくつ
かの実施形態において、上記信号は、起動事象としての磁場に応じて上記信号源から生成
（すなわち電磁誘導）される。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、高周波識別（ＲＦＩＤ）チップを（例えば
筐体に）備えている。いくつかの実施形態において、上記ＲＦＩＤチップは、読み取り装
置によって照会されているときに、コード化されている識別番号および／またはコード化
されている他の情報を送信するために、外部の磁場を変調させる、高周波電磁誘導コイル
を備えている。いくつかの実施形態において、上記ＲＦＩＤチップは、リーダ装置（また
は他の装置）によって生成されているＥＭ場からエネルギーを受け取り、それから、パッ
シブ型のトランスポンダとして機能して、マイクロ波またはＵＨＦ電波を発する。いくつ
かの実施形態において、リーダ（起動装置または他の装置の一部であり得る）は、上記Ｒ
ＦＩＤチップに信号を送り、その応答を読み取る。いくつかの実施形態において、上記リ
ーダはコンピュータシステムのＲＦＩＤソフトウェアまたはＲＦＩＤミドルウェアを備え
ているハンドヘルド装置である。いくつかの実施形態において、上記ＲＦＩＤチップは読
み取り専用である。他の実施形態において、上記ＲＦＩＤチップはリード／ライトである
。手法は、上記ＲＦＩＤチップによって供給される情報の性質に制限されない。いくつか
の実施形態において、上記情報としては、製造番号、ロットもしくはバッチの番号、時間
情報（例えば、製造日；手術日など）、患者固有の番号（例えば、名前、家族歴、服用さ
れている薬物、アレルゲン、危険因子、処置の種類、年齢など）；処置固有の情報などが
挙げられる。手法は使用される周波数によって制限されない。いくつかの実施形態におい
て、ＲＦＩＤ周波数は、１２０～１５０ｋＨｚ帯（例えば１３４ｋＨｚ）、１３．５６Ｍ
Ｈｚ帯、４３３ＭＨｚ帯、８６５～８６８ＭＨｚ帯、９０２～９２８ＭＨｚバンドまたは
２４５０～５８００ＭＨｚ帯などにある。いくつかの実施形態において、上記ＲＦＩＤチ
ップは、その効率を向上させるために、ブラウザに基づくソフトウェアと組み合わせられ
ている。いくつかの実施形態において、このソフトウェアは、種々の集団（すなわち特定
の病院の職員、看護師、および患者）に、上記タグ、処置または作業員と関連するリアル
タイムのデータを閲覧可能にする。いくつかの実施形態において、リアルタイムのデータ
は、履歴レポーと機能を利用するため、および種々の産業上の規制に対する順守を証明す
るために、記憶され、保存される。いくつかの実施形態において、上記ＲＦＩＤチップは
、センサデータ（例えば、温度、動作など）を記録する。いくつかの実施形態において、
上記ＲＦＩＤチップは、後刻（外科手術後）、読み込まれる情報を格納し、収集する。い
くつかの実施形態において、情報は、外科手術の間に確認される。例えば、メッセージが
、外科医の誘導（例えば、適切なゆとりをもって腫瘍の除去を最適化すること）において
補助するために、（例えば「チップが腫瘍のすぐ左にある」と）外科医に与えられ得る。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、（１）上記信号源および筐体、（２）また
は上記信号源、筐体およびＲＦＩＤチップから、実質的になる。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、（例えばチップを介した）タグは、超音波プローブまた
はハンドヘルドドップラーユニットによって検出可能であるように、超音波信号（例えば
、グレースケール、スペクトルまたはカラードップラー）を発する。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、タグは、処置の間に（例えば外部のエネルギー源にあて
ることを介して）加熱される。いくつかの実施形態において、加熱は、組織の凝固もしく
は前凝固（precoagulation）を補助するため、または温熱療法を施すために使用され得る
（その全体が参照によって本書に組み込まれる米国特許出願公開第２００８／０２１３３
８２号を参照すればよい）。加熱はまた、放射線療法の効率を向上させるために使用され
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得る。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、磁場および／または他の検出モダリティーは、上記遠隔
起動装置によって与えられる。いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、上記
タグの近傍（例えば、１ｍ以内、．．．、０．５ｍ以内、．．．、０．３ｍ以内、．．．
０．２ｍ以内、．．．、０．１ｍ以内、．．．、０．０５ｍ以内、．．．など）にあると
きに、起動現象を起こす。いくつかの実施形態において、上記信号の強度は、上記起動装
置およびタグの近さにしたがって上昇する。いくつかの実施形態において、上記タグは、
一切のエネルギー蓄積装置（例えば、バッテリー、キャパシタなど）を備えていない。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、変調されない一定周波数の起動を
使用する（すなわち、起動信号が一定の振幅および周波数を有している）。いくつかの実
施形態において、上記定位タグは、起動場における不規則さを生じる。本検出方法は、タ
グの存在によって誘導される振幅または周波数のいずれかの変化を検出する。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、変調されていない掃引周波数を使
用する（すなわち、上記起動信号は、２つの端点の間において定の振幅および掃引周波数
を有している）。そのような装置には、伝えられる周波数がタグの共振周波数と一致する
ときに、起動信号の振幅の検出可能な変化が生じるような、共振型のタグを用いた用途が
ある。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、パルス状の周波数（すなわち上記
起動信号は、非常に近い２つの周波数（それらの和または差が上記タグの応答周波数であ
る）から構成され得る周期的な頻度における複数の短い励起パルスを含んでいる）を使用
する。パルス状の起動は、ポストパルス　正弦波減衰信号を生じる。タグは、振幅または
時間のいずれかについて、減衰する信号の特性を変える。
【００２９】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、ハンドヘルド要素を備えている。
いくつかの実施形態において、上記ハンドヘルド要素は、処置の過程の全体において当該
要素を外科医が保持および操作を可能にするために軽量（例えば、５ｋｇ以下、４ｋｇ以
下、３ｋｇ以下、２ｋｇ以下、１ｋｇ以下、０．５ｋｇ以下、０．２５ｋｇ以下、または
これらにおける任意の範囲（例えば０．５～５ｋｇ、１～４ｋｇ）など）である。いくつ
かの実施形態において、上記ハンドヘルド要素は、医師によって保持される近位端、およ
び処理される対象もしくは上記タグを有している組織に向けられる遠位端を有している、
ワンドのように形成されている。いくつかの実施形態において、上記ハンドヘルド要素は
、当該要素の本体からある角度（例えば直角）に終端のある遠位端を有しているオトスコ
ープのように形成されている。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、磁場を生じるアンテナを備えてい
る。いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、単一のアンテナのみを有してい
る（すなわちモノスタティックである）。いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装
置は、２つのアンテナのみを有している（すなわちバイスタティックである）。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、ワンド、または他の軽量の要素もしくはハンドヘルド要
素が使用されるとき、当該ワンド、または他の軽量の要素もしくはハンドヘルド要素は、
上記タグの存在、方向または距離と関連付けられている信号を検出するために、受信コイ
ルのみを含み得る。そのような実施形態において、上記遠隔起動装置の、他の要素は、ワ
ンドの外部に配置されている。例えば、伝送コイル、高周波発生器および／または高周波
受信機、マイクロプロセッサ―、ディスプレイならびに電源はすべて、上記ワンドの外部
（例えば、ラック、医師もしくは対象の近くに備えられている他の要素、または所望され
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る任意の他の位置）に配置され得る。いくつかの実施形態において、これらの要素の１つ
以上、それらのすべて、またはそれらの１つ以上を除いたすべては、上記ワンド、または
他の軽量の要素もしくはハンドヘルド要素に備えられている。そのような部品が備えられ
ているとき、軽量の部品（例えば、電源としての計量のバッテリ）を使用することが望ま
しい。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置の磁場は、コンピュータプログラムを
実行するプロセッサによって制御される。いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装
置は、使用中に、ユーザが、上記遠隔起動装置を制御すること、および／またはその機能
を監視することを可能にする、ディスプレイまたはユーザインターフェイスを備えている
。いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、上記タグの定位すること、または
上記遠隔起動装置から上記タグまでの距離もしくは方向を特定することにおいて、ユーザ
を補助する、映像、音声、数値、記号（例えば矢印）、文字、または他の出力を供給する
。例えば、いくつかの実施形態において、上記タグへの近さまたは方向を示すために点灯
される一組の発行体（複数のＬＥＤ）（例えば５つの発行体）が、ワンドの本体にある。
いくつかの実施形態において、上記ユーザは、上記遠隔起動装置によって生成される磁場
の強さ制御する。いくつかの実施形態において、上記ソフトウェアに組み込まれている内
部アルゴリズムが、磁場を制御する。いくつかの実施形態において、上記ユーザは、メニ
ューから１つ以上のアルゴリズムを選択し得る。いくつかの実施形態において、アルゴリ
ズムは、上記タグからの距離に基づいて遠隔起動装置の感度を上げるか、または下げる。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、画像化要素からの画像は、上記遠隔起動装置によって収
集されたデータと関連付けられている。いくつかのそのような実施形態において、ユーザ
ディスプレイは、上記対象からの組織の画像（例えば、ＭＲＩ、ＣＴ、超音波または他の
画像化モダリティーから得られている）を示し、上記タグ、上記遠隔、起動装置および／
または外科医によって使用される手術道具の位置についての情報を重ね合わせる。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、ロックイン増幅器を備えている。
いくつかの実施形態において、上記ロックイン増幅器は、上記タグの位置を決定するため
の全方向検出システムをもたらすために、狭帯域検出用に構成されている。いくつかの実
施形態において、変調信号が使用され、上記タグによる非線形性によって生じるより高い
調波が検出される。例えば、４０ｋＨｚの信号が供給され、システムは、タグが存在する
ときに生成される８０ｋＨｚの二次調波を探す。上記非線形性は、上記タグのコイルを通
って流れる電流によって励起される半導体ダイオードの接合であり得る。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、ロックイン増幅器の使用の代替物として、キャビティー
リングダウンが使用される。一時性のパルスが発せられ、上記検出器は、経時的な共振子
の減衰を探す。上記タグの特定の同調に特有のリングダウン信号の位相および周波数だけ
でなく、リングダウン信号のエンベロープの指数関数的な減衰（所定の閾値までの）はま
た、励起源からのタグの距離の相対的な指標である。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、ハンドヘルド検出器から隔てられ
ている要素に配置されている励起コイルを備えている。いくつかの実施形態において、上
記励起コイルは、患者または手術台の上に配置されているパッチまたはパッドに備えられ
ている。上記システムが乳がんの定位のために使用されるいくつかの実施形態において、
上記パッチは、処置される乳房を取り巻いているか、またはそうでなければ当該乳房の近
くに配置されている。いくつかの実施形態において、上記励起コイルを含んでいるパッド
は、患者の下に配置される。そのような実施形態において、大きなコイルまたは複数のコ
イルが使用される。（複数の）上記励起コイルは、誘電体基板上にパターン化されている
、数回巻の平坦なコンダクタを備え得るか、または当該コンダクタからなり得；（複数の
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）上記励起コイルは、適切な心棒の周りに巻かれているマグネットワイヤを備え得るか、
もしくは当該マグネットワイヤからなり得；上記コイルは、外部の周波数源によって電力
供給されており、当該コイルから発せられる磁場は、上記タグを起動させるために患者の
身体を透過し、当該電場の放射（いくつかの実施形態において、上記タグに固有の励起の
より高い調波、または上記タグに固有のいくつかの時間的な組合せもしくは上記タグに固
有のいくつかの周波数帯の組合せ）が上記ワンドによって検出される。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、上記励起コイルは、上記対象または当該対象の一部の周
りに配置されるベルト状に備えられている。いくつかの実施形態において、上記外部の励
起コイルは、患者の病状の他の局面（例えば放射線療法）のために、さらに使用され得る
。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、光（例えばレーザ光）を発する。
いくつかの実施形態において、遠隔起動装置は、単回使用のために構成されている（例え
ば、使い捨て用品である）。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、上記遠隔起動装置は、外科手段（例えば、電気外科的手
段（例えば、ＢＯＶＩＥ装置）、切断装置または切除装置など）に取り付けられているか
、または一体化されている。単一の筐体は、上記遠隔起動装置および外科手段のすべての
要素を収納し得る。代替的に、ブラケットまたは他の要素は、遠隔起動装置（例えばワン
ド）の要素を、外科手段に接続するために使用される。いくつかの実施形態において、保
持具は、上記電気外科手段および遠隔起動装置の両方を取り付けるために使用される。い
くつかの実施形態において、上記遠隔起動装置またはその要素は、所望される外科処置に
使用される他の種類の医療機器（例えば、クランプ、内視鏡、気管鏡、拡張された気管鏡
、解剖器具、レーザ、腹腔鏡、胸腔鏡など）に取り付けられているか、または一体化され
ている。
【００４０】
　本書にさらに示されているのは、上述のタグおよび遠隔起動装置を備えているシステム
である。例えば、システムは、上記タグおよび起動装置を備え得る。システムは、他のハ
ードウェア（例えばＲＦＩＤリーダ）、ソフトウェア、取扱説明書、医療機器（例えば、
切開用具、撮像装置、組織切除装置、シリンジ、導入用の針／カニューレ／内視鏡、滅菌
要素など）、医薬、またはタグを用いた手順の実施に有用、必要もしくは十分な他の要素
をさらに含み得る。いくつかの実施形態において、上記システムは、上記タグおよび／ま
たは起動装置にとっての命令機能または制御機能をもたらすコンピュータを備えている。
いくつかの実施形態において、上記ソフトウェアは、手順のデータ、ＲＦＩＤチップから
の情報、またはタグを用いた手順の間に生成される他の情報を、収集し、分析する。いく
つかの実施形態において、コンピュータは、処置する医師、放射線技師、患者または手順
に関わる他の人物に、情報を表示するディスプレイを備えている。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、本書に示されているのは、患者の組織領域の定位をする
ための方法である。当該方法は、
ａ）上述のようなタグ（または複数のタグ）を対象（例えば、ヒト、ヒト以外の動物など
）に取り付けること、およびｂ）信号を検出する（例えば、連続的なフィードバックによ
ってか、または１以上の非連続的な時点において）ことによって当該タグの定位をするこ
とを包含している。いくつかの実施形態において、上記信号は、上記タグから離れている
（例えば、患者の体外に配置されている）起動装置の使用によって生成される。いくつか
の実施形態において、上記タグ信号は、オンモードおよびオフモードを有しており、上記
起動装置は、オンモードを起動させる。したがって、上記タグは、医療処置において補助
するための、身体領域を特定するビーコンをもたらす。いくつかの実施形態において、複
数のタグが対象に配置される。（例えば、標的の組織に対する相対的に異なる平面におけ
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る）複数のタグの使用は、病変の多次元的（例えば、三次元的）な定位を容易にする。い
くつかの実施形態において、２つ以上のタグは、互いに異なる検出可能な特性を有してい
る。例えば、いくつかの実施形態において、それぞれのタグは、固有の埋め込みコードま
たは固有の調波を有している。
【００４２】
　上記タグは、特定の、身体領域、身体部分、器官または組織の内部への配置に制限され
ない。例えば、いくつかの実施形態において、上記タグは、身体の頭部領域、頸部領域、
胸郭領域、腹部領域、骨盤領域、上肢領域または下肢領域に配置される。いくつかの実施
形態において、上記タグは、器官系（例えば、骨格系、筋肉系、心臓血管系、消化器系、
内分泌系、外皮系、泌尿器系、リンパ系、免疫系、呼吸器系、神経系または生殖系）の内
部に配置される。いくつかの実施形態において、上記タグは器官の内部に配置される。そ
のような器官としては、心臓、肺、血管、靭帯、腱、唾液腺、食道、胃、肝臓、胆嚢、膵
臓、腸、直腸、肛門、視床下部、脳下垂体腺、松果体腺、甲状腺、副甲状腺、副腎腺、皮
膚、髪、脂肪、爪、腎臓、尿管、膀胱、尿道、咽頭、喉頭、気管支、横隔膜、脳、せき髄
、末梢神経系、卵巣、ファローピウス管、子宮、膣、乳腺、睾丸、精管、精嚢および前立
腺が挙げられ得る。いくつかの実施形態において、上記タグは、組織（例えば、結合組織
、筋肉組織、神経組織および上皮組織）の内部に配置される。そのような組織としては、
心筋組織、骨格筋組織、平滑筋組織、疎性結合組織、密性結合組織、網状結合組織、脂質
組織、軟骨組織、硬骨、血液、繊維状結合組織、弾性結合組織、リンパ結合組織、輪状結
合組織（areolar connective tissue）、単層扁平上皮、単層立法上皮、単層円柱上皮、
重層上皮（stratified epithelium）、多列様上皮および移行上皮が挙げられ得る。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、タグが配置されている組織領域としては、病変が挙げら
れる。いくつかの実施形態において、上記病変は、腫瘍、または腫瘍を形成する期限があ
ると同定されている組織領域である。いくつかの実施形態において、上記病変は線維組織
である。いくつかの実施形態において、上記病変は、炎症性の領域または感染領域である
。いくつかの実施形態において、上記タグは、上記器官の機能または他の過程を検出する
ため、または定位する情報をもたらすために、管腔内に配置され得る。例えば、上記タグ
は、嚥下され得るか、または内視鏡を介して中空器官に配置され得る。いくつかの実施形
態において、上記組織領域は健常な組織である。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、上記タグは固形腫瘍の内部に配置される。タグが配置さ
れ得る固形腫瘍としては、癌腫、リンパ腫および肉腫（異常基底細胞癌、腺房細胞新生物
、小葉癌、腺癌、アデノイド嚢胞状癌、腺様/偽腺性扁平上皮細胞癌、付属器新生物、副
腎皮質性腺腫、副腎皮質性癌、アプドーマ、基底細胞癌、基底様扁平上皮細胞癌、癌様体
、胆管癌、瘢痕性基底細胞癌、明細胞腺癌、明細胞扁平上皮癌、複合性小細胞癌、面皰癌
、複合性上皮癌、円柱腫、嚢胞腺癌、嚢胞腫、嚢胞基底細胞癌、嚢胞新生物、管癌、子宮
内膜癌、上皮新生物、乳房外パジェット病、家族性腺腫性ポリープ症、ピンクス（Pinkus
）の線維上皮腫、ガストリン産生腫瘍、グルカゴン産生腫瘍、グラウビッツ腫瘍、肝細胞
腺癌、肝細胞癌、汗腺のう腫、ヒュルトレ細胞、浸潤性基底細胞癌、膵島細胞腺腫、表皮
内扁平上皮細胞癌、浸潤性小葉癌、転倒乳頭腫（inverted papilloma）、角化棘細胞腫、
クラスチン癌、クルケンベルク癌、大細胞角化扁平上皮細胞癌、大細胞非角化扁平上皮癌
、形成性胃組織炎、脂肪肉腫、小葉癌、リンパ上皮癌、乳腺管癌、髄質癌、胸の髄質癌、
髄質性甲状腺癌、小結節性基底細胞癌、限局性強皮症様（morphoeaform）基底細胞癌、粘
液性癌、粘液性嚢胞腺癌、粘液性嚢胞腫、粘膜表皮性癌、多重内分泌腫瘍形成、神経内分
泌癌、結節状基底細胞癌、好酸性顆粒細胞腫、骨肉腫、卵巣重症嚢胞腺腫、胸のパジェッ
ト病（Paget’s disease）、膵管癌、膵臓重症のう腺腫、乳頭状癌、乳頭状汗腺腫、乳頭
状重症嚢胞腺癌、乳頭状扁平上皮細胞癌、色素性基底細胞癌、ポリープ基底細胞癌、孔様
（pore-like）基底細胞癌、プロラクチノーマ、腹膜偽性粘液腫、腎細胞癌、腎好酸性顆
粒細胞腫、蚕食性潰瘍、重症癌、重症嚢胞腺癌、印環細胞癌、印環細胞扁平上皮癌、皮膚
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付属器（skin appendage）新生物、小細胞癌、小細胞角化扁平上皮細胞癌、ソマトスチノ
ーマ、紡錘細胞扁平上皮細胞癌、扁平上皮細胞癌、扁平上皮肺癌、扁平上皮甲状腺癌、表
層性基底細胞癌、表層性多中心基底細胞癌、乳頭汗腺腫（syringocystadenoma papillife
rum）、汗管腫（syringoma）、胸腺腫、移行細胞癌、いぼ状癌、いぼ状扁平上皮癌、ビポ
ーマ、およびウォーシン腫瘍が挙げられるが、これらに限定されない）が挙げられる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、上記タグを配置することは、上記対象に導入器具を挿入
するステップ、および当該導入器具を通して当該対象に上記タグを導入するステップを含
んでいる。いくつかの実施形態において、上記導入器具は、針、カニューレまたは内視鏡
である。いくつかの実施形態において、上記タグは、（例えば、物理力、圧力または適切
な他の手法によって）上記導入装置に押し込まれ、当該導入器具の遠位端において上記対
象に放出される。上記タグが配置された後に、上記導入器具は、上記対象の所望される位
置に上記タグを残して、引き抜かれる。いくつかの実施形態において、上記タグの上記導
入は、画像化手法によって誘導される。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、複数のタグが対象に配置される。上記複数のタグは、同
じ種類であり得るか、または異なり得る（例えば、信号の種類において異なる）。上記複
数のタグは互いに近接して配置され得るか、また離れた位置に配置され得る。いくつかの
実施形態において、複数のタグが、医療処置の対象にされている位置を三角測量するため
に使用される。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、放射線療法（または標的化されている他の
療法）の基準として使用される。上記タグの位置は、外部リーダを用いて特定され、例え
ば、チップが厳密に配置されている皮膚表面にレーザー光を位置させるために使用される
。これは、上記基準を見るためにＸ線、ＣＴまたはＸ線蛍光透視法を使用する必要性を排
除する。また、これは、患者に対して皮膚マーカ（例えば、入れ墨）を付す必要性を減ら
すか、または排除する。また、これは、上記基準が肺または腹部における腫瘍とともに上
下動するので、呼吸性代償に有用である。したがって、腫瘍が正確な位置にあるときにの
み、リアルタイムの照射を実施し得、背後の組織に対する損傷を低下させ得る（例えば、
腫瘍が上下に動いているときに、患者を縦縞に焼くことを回避する）。
また、深さの情報（例えば信号強度に基づく）が、付随的な損傷を最小化するために腫瘍
の定位を補助するので、導波療法（例えば、放射線治療）にとっての複数の基準としての
使用はすべて、三角測量を改善する。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、上記タグは、所望される位置にタグを固着させるために
、外部表面（存在する場合に筐体の）に固定要素を備えている。いくつかの実施形態にお
いて、上記固定要素は、かぎ、とげまたは他の物理的な延長部分である。いくつかの実施
形態において、上記固定要素は、配置のときに展開可能である。いくつかの実施形態にお
いて、上記固定要素は、テクスチャ加工されている表面である。いくつかの実施形態にお
いて、上記固定要素は接着性である。
【００４９】
　本書に記載されている上記システムおよび方法が、他の用途（非医療用途が挙げられる
）に適用され得ることは、容易に理解される。当該技術には、タグの定位が所望される任
意の状況（外科処置、診断処置、獣医処置、食品分析、産業用途および環境用途が挙げら
れるが、これらに限定されない）における用途がある。
【００５０】
　〔定義〕
　本書で使用される場合、用語「プロセッサ」および「中央処理装置」、または「ＣＰＵ
」とは、相互に入れ替え可能に使用され、また、コンピュータのメモリー（例えば、ＲＯ
Ｍまたは他のコンピュータメモリ）からプログラムを読み取り、プログラムに従って一連
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のステップを行うことができるデバイスを指す。
【００５１】
　本書で使用される場合、用語「コンピュータメモリ」および「コンピュータメモリデバ
イス」は、コンピュータプロセッサによって読み取り可能な任意の保存媒体を指す。コン
ピュータメモリの例としては、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンピュータチップ、デジタルビデオデ
ィスク（ＤＶＤ）、コンパクトディスク（ＣＤ）、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、
光学的ディスク、および磁気テープが挙げられる、これらに限定されない。
【００５２】
　本書で使用される場合、用語「コンピュータが読み取り可能な媒体」は、情報（例えば
、データまたは指令）を保存し、コンピュータプロセッサに当該情報を提供するための任
意のデバイスまたはシステムを指す。コンピュータが読み取り可能な媒体の例としては、
ＤＶＤ、ＣＤ、ハードディスクドライブ、磁気テープ、およびネットワーク（ローカルま
たは広域（例えば、クラウドベース））上のストリーミング媒体のためのサーバーが挙げ
られる。
【００５３】
　本書で使用される場合、用語「電子通信において」は、直接的または間接的な信号方式
によって互いに通信するよう構成されている電子デバイス（例えば、コンピュータ、プロ
セッサ等）を指す。例えば、ケーブルまたはワイヤを通じてプロセッサに連結され、それ
によって情報がカンファレンス・ブリッジ（conference bridge）とプロセッサとの間を
通過することができる当該カンファレンス・ブリッジは、互いに電子通信状態にある。同
様に、別のコンピュータまたはデバイスへ（例えば、ケーブル、ワイヤ、赤外線シグナル
、電話線、エアウェーブ等を通じて）情報を伝えるよう構成されているコンピュータは、
他のコンピュータまたはデバイスと電子通信状態にある。
【００５４】
　本書で使用される場合、用語「伝達」は、任意の適切な手段を用いて、ある位置から別
の位置（例えば、あるデバイスから別のデバイス）へ情報（例えば、データ）が動くこと
を指す。
【００５５】
　本書で使用される場合、用語「対象」は、ある治療を受けることになる任意の動物（ヒ
ト、ヒト以外の霊長類、ペット、家畜、ウマ科動物、げっ歯類等が挙げられるが、これら
に限定されない）を指す。典型的には、用語「対象」と「患者」とは、本書において、ヒ
ト対象を指して相互に入れ替え可能に使用される。
【００５６】
　本書で使用される場合、用語「癌を有することが疑われる対象」は、癌を示す１以上の
徴候（例えば、顕著なこぶまたは塊）を呈する対象、または（例えば、通常の検診の間に
）癌についてスクリーニングされている対象をいう。癌を有することが疑われる対象は、
１以上のリスク要因を有してもよい。癌を有することが疑われる対象は、一般的には、癌
についてテストされたことがない。しかしながら、「癌を有することが疑われる対象」は
、初期診断（例えば、塊を示すＣＴスキャン）を受けたが、癌のステージは知られていな
い者を包含する。この用語はさらに、かつて癌を有していた者（例えば、寛解した者）を
包含する。
【００５７】
　本書で使用される場合、用語「生検組織」は、サンプルが癌組織を含んでいるかを決定
する目的のために対象から除去された組織のサンプル（例えば、胸の組織）を指す。いく
つかの実施形態において、生検組織は、対象が癌を有することが疑われるとの理由で得ら
れる。次いで、生検組織は、（例えば、顕微鏡によって；分子試験によって）癌の有無に
ついて検査される。
【００５８】
　本書で使用される場合、用語「サンプル」は、最も広い意味で使用される。ある意味に
おいて、生物学的サンプルおよび環境サンプルと同様に、任意の源から得られる標本また
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は培養物を包含することが意図される。生物学的サンプルは、動物（ヒトを包含する）か
ら得られてもよく、液体、固体、組織および気体を包含する。生物学的サンプルには、組
織、血液由来物（血漿、血清等）等が包含される。しかしながら、当該例示は、本発明に
適用可能なサンプルのタイプを限定するように解釈されてはならない。
【００５９】
　〔図面の簡単な説明〕
　図１は、本技術のいくつかの実施形態における、タグと起動装置とを備える例示的なシ
ステムを示す。
【００６０】
　図２は、患者の下にあるパッドに置かれた励起コイルと共に、フェライト製のタグとワ
ンド形状の起動装置とを備える例示的なシステムを示す。
【００６１】
　図３は、オトスコープ形状の手持ち式部材と、磁界信号発生器を含む独立したパッドと
を備える例示的な遠隔起動装置を示す。
【００６２】
　〔詳細な説明〕
　以下の記述は、特定の実施形態に焦点を当てることによる本技術の側面を説明するもの
である：１）胸癌腫瘍摘出術において使用するためのＬＥＤ光源とＲＦＩＤチップとを含
むタグの使用；および、２）胸癌腫瘍摘出術において使用するためのワンド形状の起動装
置とフェライト製タグとの使用。本発明がこれらの特定の実施形態に限定されないことが
理解されるべきである。
【００６３】
　Ｉ）システムの設計および製造
　図１は例示的なシステムを示す。タグ１０は、外表面１４と第１末端１６と第２末端１
８と内部空間２０と円断面形状２２とを有するケース１２を備える。ケース１２は、接合
部２４において気体および液体不浸透性の封によって接合された２つの部分からなる。
【００６４】
　内部空間２０内には、ＬＥＤ３０が置かれている。当該ＬＥＤは、誘導結合によってエ
ネルギーが供給されるよう構成されている。当該ＬＥＤは、当該ＬＥＤがエネルギーを供
給されたときに発光する発光素子３２を備える。当該ＬＥＤはさらに、当該ＬＥＤの２つ
の末端に取り付けられているワイヤのコイルを含んでいるコイル領域３４を備え、変化し
ている磁界の近くにあるときに、コイル中へ電圧および電流を誘導してＬＥＤを発光させ
る。
【００６５】
　上記内部空間は、ＲＦＩＤチップ４０も備える。当該ＲＦＩＤチップは、コードされた
情報をリーダーデバイスに伝達するために外部磁界を変調する無線周波電磁場コイルを備
える。
【００６６】
　ＬＥＤ３０とＲＦＩＤチップ４０との相対的な寸法は、図面において正確には表されて
いない。実際には、タグの全体的なサイズを最小にするために、ＬＥＤ３０およびＲＦＩ
Ｄ４０は、内部空間２０の実質的に全てを占めるべきである。
【００６７】
　本システムはさらに、複数の機能を提供する起動装置５０を備える。タグと比較した起
動装置５０の相対的なサイズは、正確には表されていない。当該起動装置は、エネルギー
が供給されたときにはタグの近くでＬＥＤ３０およびＲＦＩＤチップ４０を活性化する磁
界を提供するワイヤコイル５２を備える。起動装置５０はさらに、起動装置５０に電力を
供給する電源５８を備える。電源５８は、電池であってもよいし、ＡＣまたはＤＣ電源の
供給源との電気的接合（離れた出力コンセンとに差し込まれた電気ケーブル）であっても
よい。起動装置５０はさらに、プロセッサ５６を備える。当該プロセッサは、複数の機能
（ＲＦＩＤチップを読み取る性能を提供することが挙げられる）を有する。当該プロセッ
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サはさらに、本書の他の箇所に記載された所望の演算タスクのいずれかを行ってもよい。
起動装置５０はさらに、操作パラメータ、データまたは任意の他の所望する情報をオペレ
ータに提示するディスプレイ５４を備える。起動装置５０はさらに取手６０を備えている
。取手６０は、医療処置中において、タグ１０の近くに起動装置５０を配置する際に使用
しやすく且つ操作しやすい任意の所望の形状を有し得る。
【００６８】
　図２は例示的なシステムを示す。フェライト製タグ１００は、乳腺腫瘤摘出術において
外科的に切除されるべき固形腫瘍１１０の近くの胸組織に載置される。
【００６９】
　システムはさらに、対象の上方に配置される検出ワンド２００と、対象の下に配置され
る励起コイル２５２を備えるパッド２５０とを備える遠隔起動装置を備えている。当該励
起コイルは、エネルギーが供給されると、磁界を発生し、磁界は上方へ向かい患者の内部
へ入る。フェライト製タグ１００は、磁界における不規則性を作り出す。検出ワンド２０
０は、患者の上方において当該不規則性を検出する感知コイルを備える。
【００７０】
　図３は、例示的な手持ち式ワンド２００および独立パッド２５０の近接図を示す。当該
検出ワンドは、１つ以上の感知コイルおよび１つ以上の伝達コイル（または両者）を備え
得るコイル領域２７０を備えている。感知コイル２６０が示されている。いくつかの実施
形態では、複数の感知コイル（例えば、２、３等）が用いられる。感知コイル２６０は、
無線周波（ｒｆ）発生器／受信器２８０とワイヤによって連結されている。いくつかの実
施形態では、ｒｆ発生器／受信器は、手持ち式部材の外側に置かれている。ｒｆ発生器／
受信器２８０は、マイクロプロセッサ２９０とワイヤによって連結されている。マイクロ
プロセッサ２９０はまた、ディスプレイ３００および電源３２０とも連結されている。励
起コイル２５２を備えるパッド２５０は、信号発生器２５４とワイヤによって連結されて
いる。いくつかの実施形態では、励起コイルおよび感知コイルはいずれもワンドに備えら
れている。いくつかの実施形態では、励起コイル２５２を備える部材は、患者の上に配置
される（例えば、タグを含む領域を囲むまたはこれに隣接するパッドの中）。
【００７１】
　異なるサイズのタグの検出は、モノスタティック２次高調波またはバイスタティック２
次高調波のいずれかの検出を介して行われた。２つの目的物（１２ｍｍと１８ｍｍ）が用
いられた。タグの軸方向と直行方向との両方向にある検出器には３０ｋＨｚと４８ｋＨｚ
の周波数が用いられた。モノスタティック方式およびビスタティック方式はいずれも、タ
グに対する方向および距離を評価することができた。ビスタティック方式および４８ｋＨ
ｚ周波数は、より長距離における検出に供した（例えば、タグから１０ｃｍより長い距離
）。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、部材はＩＳＯ１１７４８／１１７８５標準に従う。例えば、
いくつかの実施形態では、トランスポンダは、生体適合性ポリマーまたはガラスに封入さ
れ、１２５～１３４．２ｋＨｚにおいて作動するリーダー（または質問機）（例えば、起
動装置と組み合わされている）と全または半二重通信プロトコルで通信する。例示的な実
施形態では、当該リーダーは、上記標準に従った変調電池－稼働手持ち式リーダー（例え
ば、Allflex Compact Reader（詳述については、allflexusaウェブサイと　EID Compact 
Reader V6を参照）に基づくもの）である。標準的なリーダーのアンテナは、ペン形状の
要素を備える、より直接的なソレノイド（例えば、フェライト芯）によって置き換えられ
、アンテナとリーダーとの間をケーブルでつないだ無菌鞘に収められている。あるいは、
リーダーの回路および電池は１つの容器に含まれている。タグは、すでにＦＤＡがヒトお
よび動物への使用を承認したVerichipガラス封入タグに類似する材料を使用してもよい。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、システムの１つ以上の部材（例えば、起動装置）は、別の医
療部材（外科用切開具、電気的手術具等が挙げられるが、これらに限定されない）へ一体
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化されるか、付加されるか、クリップ留めされるか、またはその他の方法により組み合わ
されている。
【００７４】
　ＩＩ）タグの配置
　本技術は、タグの配置の方式によって限定されることはなく、多種の配置技術が意図さ
れる。これらは、切開手術、腹腔鏡検査、内視鏡検査、血管内カテーテルなどが挙げられ
るが、これらに限定されない。タグは、任意の適切なデバイス（注射、内視鏡検査、気管
支鏡、延長気管支鏡、腹腔鏡などが挙げられるが、これらに限定されない）によって配置
されてもよい。例示的なプロトコルを以下に提供する。
【００７５】
　乳房腫瘍を有すると予め同定されている患者が医療施設に入院する。患者ははじめにＸ
線科へ送られる。放射線科医は先に撮った目的の腫瘍を同定する画像情報を調べる。対象
は、経皮的に導入された針を用いて局部麻酔（通常、リドカインまたはその誘導体）が投
与される。対象は撮像装置（一般的には、超音波の従来のマンモグラフィーまたは定位的
ユニットである）に入れられる。腫瘍の位置が決定される。導入針（通常、６～２０ゲー
ジ）が腫瘍の中へまたはごく近くに挿入され、生検針が導入針を通って配置され、検体が
種々の方法（吸入、機械的切開、組織の位置を固定するために冷凍した後の機械的切除）
を用いて得られる。検体が得られて病理学検査に送られた後、６～２０ゲージのタグ輸送
針が同軸の導入針の中に挿入されて組織に達し、遠位端が病変部に位置する。タグが、輸
送針の近位端に挿入され、針の遠位端における開口部を通ってプランジャーによって輸送
され、組織の中へ達する。同様に、タグを輸送針の遠位端に予め配置することもできたで
あろう。タグの適当な位置は、画像を介して確認される。輸送針は引き抜かれ、タグを乳
房組織の適当な位置に残す。
【００７６】
　このタイプの処置は、任意の種類のさらなる診断または治療のための組織または腔の位
置特定のために、実質的にあらゆる体の腔、臓器または病理学的組織において類似の方法
で行うことができる。特に関心のある領域としては、以下の臓器とその中で起こっている
疾患プロセスが挙げられるが、これらに限定されない：脳、頭骨、頭と首、胸郭、肺、心
臓、血管、消化管構造、肝臓、脾臓、膵臓、腎臓、後膜腹腔、リンパ節、骨盤、膀胱、尿
生殖器系、子宮、卵巣および神経。
【００７７】
　ＩＩＩ）外科的処置
　患者は、外科手術領域が露出しており且つ殺菌された状態の手術台に載せられる。外科
医は、腫瘍およびタグの位置を示す画像情報が与えられる。配置用針が刺さっている位置
において切開が行わる。起動装置５０は組織の近くに配置され、ＬＥＤ３０を照光させる
。外科医は、腫瘍の方向および位置特定をガイドするためにＬＥＤから照射された光を用
いる。起動装置５０は、位置特定を補助するため必要なときは、外科手術領域に入ったり
出たりするように移動する。一旦腫瘍が位置特定されると、外科医は、適当な組織を除去
し、また、タグ１０を除去する。あるいは、遠隔起動装置２００が、フェライト製タグを
検出するために用いられる。外科医は、腫瘍の方向および位置特定をガイドするために、
ワンド検出器からのフィードバックを用いる。
【００７８】
　このシステムおよび処置の使用によって、処置の費用、時間および患者の不便さが、ワ
イヤ設置および他の非ガイド的外科手術と比較して顕著に軽減される。タグの使用は、必
要な撮像工程数を減らし、放射線医学的処置および外科手術にかかる時間を減らす。さら
に、患者は、体からワイヤをぶら下げた状態で外科手術を待つために放置されることがな
い。ワイヤの使用を避けることにより、ワイヤを抜くときに伴う痛みまたは不快感をさら
に軽減される。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
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【図１】図１は、本技術のいくつかの実施形態における、タグと起動装置とを備える例示
的なシステムを示す。
【図２】図２は、患者の下にあるパッドに置かれた励起コイルと共に、フェライト製のタ
グとワンド形状の起動装置とを備える例示的なシステムを示す。
【図３】図３は、オトスコープ形状の手持ち式部材と、磁界信号発生器を含む独立したパ
ッドとを備える例示的な遠隔起動装置を示す。

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）磁場に応じた信号を含んでいるか、または生成するタグを、患者の組織における
ある位置に取り付けること；
　（ｂ）上記タグから隔たって配置されている、遠隔起動装置を用いて磁場を生成させる
ことによって、上記タグを定位すること；ならびに
　（ｃ）ロックイン増幅器を用いて上記タグからの信号を検出することを包含している、
患者の組織領域の定位するための方法。
【請求項２】
　上記定位することは、タグ位置の連続的な評価を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記組織領域が病変である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　上記病変が腫瘍である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　上記タグが、高周波識別（ＲＦＩＤ）チップを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　上記遠隔起動装置が、ＲＦＩＤチップを読み取る性能を提供するプロセッサを備えてい
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る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　上記定位することが、上記信号の強度、周波数、色または音に基づく変化を検出するこ
とを含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　三次元空間における上記組織領域を定位するために上記複数のタグの位置を決定するス
テップをさらに包含している、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　患者の組織内部にある１つ以上のタグを定位するための装置であって、
　上記タグは、信号を含んでいるか、または生成し、
　（ａ）磁場を生成する励磁コイルおよび上記磁場における不規則さを検出する１つ以上
の検知コイル；ならびに
　（ｂ）タグの位置または距離についての情報を収集し、記憶し、および／または伝える
プロセッサを備えている、装置。
【請求項１０】
　上記励磁コイルが、上記検知コイル以外の、個別の要素として取り付けられている、請
求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　上記タグが、ＲＦＩＤチップを含んでいる、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　上記情報が腫瘍の位置を含んでいる、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　上記遠隔起動装置が、非変調性の一定の周波数、非変調性の掃引周波数、またはパルス
状の周波数を使用している、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　上記遠隔起動装置がモノスタティックまたはバイタティックである、請求項９に記載の
装置。
【請求項１５】
　上記遠隔起動装置が、上記伝えられる情報の映像、音声、数値、記号または文字の出力
を示すディスプレイを備えている、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　上記遠隔起動装置がロックイン増幅器を備えている、請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
　上記遠隔起動装置がキャビティリングダウン用に構成されている、請求項９に記載の装
置。
【請求項１８】
　（ａ）ＲＦＩＤチップを備えている定位タグ；および
　（ｂ）起動装置を備えており、
　上記起動装置が、
　（ｉ）上記定位タグの近傍において磁場を生成し、上記ＲＦＩＤチップを起動するワイ
ヤコイル；
　（ｉｉ）電源；および
　（ｉｉｉ）ＲＦＩＤチップを読み取る性能を提供するプロセッサを備えている、システ
ム。
【請求項１９】
　上記起動装置がロックイン増幅器を備えている、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　上記定位タグが、生体適合性の材料に、少なくとも部分的に覆われている、請求項１８
に記載のシステム。
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